
2002年出上の木簡

宮
城
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台

城

跡

（二
の
九
北
方
武
家
屋
敷
地
区
）

１
　
所
在
地
　
　
　
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
川
内

２
　
調
査
期
間
　
　
二
の
九
北
方
武
家
屋
敷
地
区
第
七
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
五
月
１

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
東
北
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
沢
　
教

・
京
野
恵
子

・
高
木
暢
亮

５
　
遺
跡
の
種
類
　
武
家
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
仙
台
城
二
の
九
北
側
の
堀
の
外
側
に
広
が
る
武
家
屋
敷
地
区
に

あ
た
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、

江
戸
時
代
初
頭
か
ら
幕
末
に
か

け
て
の
各
時
期
の
遺
構

・
遺
物

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
、
二
号
遺
構
と
し
た

大
規
模
な
ゴ
ミ
穴
か
ら
五
四

一

ム四

〔
（ぅ
ち
墨
書
木
製
品

一
三
〇

仙

占
一
、
二
号
遺
構

に
連
接
す
る

三
四
号
土
坑
か
ら
二
六
点

今
つ

ち
墨
書
木
製
品
一一一占
一

の
他
、
六
カ
所
の
土
坑

・
溝
、
お
よ
び
攪
乱
か
ら
計
二
三

点

（う
ち
墨
書
木
製
品
四
点
）、
総
計
五
九
〇
点

で
つ
ち
墨
書
木
製
品
三
二
七
点
）
が

出
土
し
た
。
但
し
、
整
理
途
中
の
た
め
、
点
数
は
今
後
変
動
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
木
簡
の
出
土
点
数
が
膨
大
な
た
め
、
本
報
告
で
は
二
号
遺
構
と
二
四
号
土

坑
か
ら
出
土
し
た
代
表
的
な
木
簡
の
概
略
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

大
部
分
の
木
簡
が
出
土
し
た
二
号
遺
構
は
、
南
北
に
約

一
〇
ｍ
と
長
く
廷
び
、

さ
ら
に
南
端
で
西
に
張
り
出
し
、
逆
Ｌ
字
形
に
近
い
平
面
形
を
呈
し
て
い
る
。

東
西
の
幅
は
、
北
半
部
は
約
三
ｍ
で
あ
る
が
、
南
端
部
で
は
約
六
ｍ
に
な
る
。

深
さ
は
二

・
五
ｍ
あ
り
、
極
め
て
大
規
模
な
ゴ
ミ
穴
で
あ
る
。
木
簡
以
外
で
は
、

大
量
の
陶
磁
器

・
木
製
品

・
漆
器
な
ど
の
ほ
か
、
植
物
遺
体

・
動
物
遺
体
が
出

土
し
て
い
る
。　
一
方
、
二
四
号
土
坑
は
、
二
号
遺
構
の
南
西
端
に
接
続
す
る

一

辺
が
約
二

・
五
ｍ
の
方
形
の
土
坑
で
あ
る
。
深
さ
は
約

一
・
六
ｍ
で
、
二
号
遺

構
と
ほ
ぼ
同
時
に
使
用
さ
れ
た
ゴ
ミ
穴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
か
ら
は
、
享

保
の
年
号
が
記
さ
れ
た
木
簡
が
三
〇
点
出
土
し
て
い
る
。
享
保
二
年

（
一
七
一

七
）
か
ら

一
二
年
の
も
の
が
確
認
で
き
る
が
、
中
で
も
享
保
五
年
か
ら
七
年
の

も
の
が
多
い
。

木
簡
に
は
、
「御
年
貢
米
」
や

「御
台
所
塩
」
な
ど
落
に
差
し
出
さ
れ
た
品

物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
載
の
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
本
調
査
地
点
は

武
家
屋
敷
地
区
で
あ
り
、
木
簡
の
記
載
内
容
か
ら
検
討
す
る
と
、
仙
台
城
内
か

ら
逗
び
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
武
家
屋
敷
地
区
に
廃
棄
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

年
代
の
近
い
城
下
絵
図
で
は
、
空
き
地
と
な
っ
て
い
る
区
域
に
あ
た
り
、
二
の



丸
に
隣
接

理
し
て
い

８
　
木
簡

(5)   (4)

す
る
武
家
屋
敷
地
内
の
空
き
地
を
利
用
し
て
、
仙
台
城
の
ゴ
ミ
を
処

た
と
考
え
ら
れ
る
。

の
釈
文

・
内
容

「
＜
ｏ
但
木
土
佐
様

「
＜
ｏ
　

　

蜆

「
ｏ
御
醤
油
　
」

「
ｏ
円
六
寺
流
」

「　
跡
部
新
之
丞
殿

ｏ
高
橋
源
助
殿

□
□
彦
六
郎
殿

「
ｏ
仙
台
荷
物

「
ｏ
菱
喰

一　

茂
庭
筑
後
」

「御
米
四
斗
五
升
入

宮
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「名
取
袋
原
村
勘
次
右
衛
門

銅
確
欝
越
酔

尼
輔
輻
村
士縁
」

「鱒輔琺粘
四斗
五升
入」

「子
ノ
八
月
迄
清
右
衛
門
　
」

「御
大
所
塩
三
斗
入
渡
波
町
」

「
ｏ
名
取
下
余
田
村
伝
兵
衛
　
」

「
ｏ
□
御
年
貢
米
四
斗
五
升
入
」

「名
取
日
辺
村
長
四
郎
　
　
」

「当
御
年
貢
米
四
半
五
升
入
」

「
ｏ
御
用
竹
子
弐
拾
本
入
玉
造
郡
」

「瓜
漬
六
拾
五
切
入

□
□
若
様
　
平
八

御
用
　
」

今
回
出
土
し
た
木
筒
の
形
態
の
基
本
は
短
冊
型
で
、

（
岸
伽
Ｏ
）
×
］
ω
×
『
　
ｏ
ド
ｏ

岸
ω
ｏ
×

Ю
ω
×

ω
　

ｏ
Ｐ
滓

Ｐ
伽
『
×

］
６
×

⑭
　

ｏ
伽
Ｐ

Ｐ
∞
］
×

ω
∞
×

『
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

Ｐ
り
］
×

］
『
×

『
　

ｏ
伽
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∞
　

ｏ
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Ｐ
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×

『
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×
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ｏ
Ｐ
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長
さ
約

一
〇
―
二
〇
伽

幅
約
二
１
四
帥
厚
さ
約
三
―
九

ｍｍ
程
度
の
大
き
さ
の
も
の
が
最
も
多
い

（ω
③

⑩
⑫
）。
ま
た
、
短
冊
型
の
も
の
の
他
、
上
端
よ
り
下
端
を
細
く
し
た
も
の

（⑬
）、
下
端
を
尖
ら
せ
る
も
の

（⑬
⑤
口
）
な
ど
も
ほ
ぼ
同
じ
程
度
み
ら
れ
る
。

上
端
側
に
穿
孔
が
み
ら
れ
る
場
合
も
存
在
す
る

（ω
ω
⑩
⑫
）。
こ
れ
ら
の
形
態

の
も
の
に
は
、
主
に

「御
年
貢
米
」
「塩
」
「も
ち
米
」
「竹
ノ
子
」
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
傾
向
と
し
て
、
「御
年
貢
米
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

木
簡
は
、
他
の
記
載
内
容
の
木
簡
よ
り
雑
な
成
形
を
し
て
い
る
も
の
も
多
く
含

ま
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
形
態
で
は
、
長
さ
五
―
七
伽
程
度
で
比
較
的
小
型
の
長
方
形
を
呈

す
る
も
の

（②
）
や
、
長
さ
二
五
釦
以
上
幅
五
伽
以
上
の
や
や
大
型
の
も
の

（０
）
な
ど
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
形
態
は
、
角
が
面
取
り
さ
れ
る
な
ど
加

工
が
比
較
的
丁
寧
で
あ
る
。
ま
た
、
厚
さ
が
二
血
以
下
の
薄
手
の
も
の

（⑬
）

も
存
在
す
る
。
薄
い
た
め
破
損
し
て
い
る
も
の
も
多
い
が
、
「八
漬
」
な
ど
の

記
載
が
多
い
。

木
簡
の
樹
種
に
つ
い
て
は
、
現
在
分
析
中
で
あ
る
が
、
ス
ギ
な
ど
針
葉
樹
が

大
部
分
を
占
め
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
木
簡
は
荷
札
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。
品
名
と
と

も
に
、
年
号
や
月
日
、
あ
る
い
は
地
名

。
人
名
を
併
せ
て
記
す
も
の
も
多
い
。

最
も
多
い
の
が
米
で
、　
一
四
二
点
あ
る
。
そ
の
中
で
も

「米
四
半
五
升
入
」
と

の
記
載
が
五
五
点
、
「御
年
貢
米
四
斗
五
升
入
」
が
二
〇
点
を
占
め
る
。
四
斗

五
升
は
、
仙
台
藩
で
は

一
俵
に
相
当
す
る
。



に
け
悦
悦
∝

…鶉　…∝ⅧⅧ鐵ⅧⅧⅧⅧⅧⅧ悦ⅧⅧⅧ］悦飲飲悦］ⅧⅧⅧⅧⅧ鯵…鶉　ヽ

⑥

　

幾

藤

……
』
，１

無

ｔ，

遵

滞

議

鎖

藤

爆

藤

索

謝

颯

葉

鰐

婦

υ

　

９

け

磯

‰

鯵



2002年出土の木簡

次
に
多

い
も
の
と
し
て
は

「八
漬
」
が

一
九
点
、
「塩
」
が

一
六
点
あ
る
。

「塩
」
の
ほ
と
ん
ど
は

「御
台
所
塩
」
と
記
載
す
る
も
の
で
、
二
の
丸
の
台
所

で
使
う
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
以
外
で
は
、
点
数
は
少
な
い
が

「も

ち
米
」
「大
豆
」
「茄
子
」
「竹
ノ
子
」
「漬
せ
ん
ま
い
」
「披
鮭
」
「粕
魚
」
「醤

油
」
「梨
子
」
「赤
味
噌
」
「雉
子
」
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
食
品
で
あ
る
。

年
貢
米
の
荷
札
に
書
か
れ
た
地
名
は
、
仙
台
城
周
辺
、
特
に
名
取
郡
東
部
の

村
落
で
占
め
ら
れ
る
。

塩
の
荷
札
に
は
、
「渡
波
町
」
「流
留
村
」
「沢
田
村
」
な
ど
の
地
名
が
見
え

る
。
い
ず
れ
も
現
石
巻
市
万
石
浦
周
辺
の
地
名
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
寛
政
年

間

（
一
七
八
九
―
一
八
〇
こ

以
降
に
入
浜
式
塩
田
が
営
ま
れ
た
地
域
で
、
仙
台

藩
に
お
け
る
製
塩
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

い
は
、
伊
達
安
房
が
但
木
土
佐
宛
に
蜆
を
送
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

う
。
仙
台
藩
の
家
格
は
、
上
か
ら

一
門

。
一
家

・
準

一
家

・
一
族

・
宿
老

・
着

座

・
太
刀
上
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
伊
達
安
房
の
家
格
は

一
門
で
、
亘
理
郡
を

知
行
地
と
す
る
亘
理
伊
達
氏
で
あ
る
。
知
行
高
二
万
三
千
石
を
越
え
、
仙
台
藩

で
最
も
禄
高
の
高
い
重
臣
で
あ
る
。
知
行
地
の
亘
理
郡
に
あ
る
、
鳥
の
海
と
呼

ば
れ
る
入
江
を
含
む
荒
浜
地
区
は
、
現
在
も
蜆
な
ど
貝
類
の
良
産
地
で
あ
る
。

ま
た
、
但
木
土
佐
は
宿
老
で
、
こ
ち
ら
も
上
級
の
家
臣
と
い
え
る
。

①
に
見
え
る
人
名
の
う
ち
、
跡
部
新
之
丞
に
つ
い
て
は
、
享
保

一
七
年
料
理

不
都
合
の
た
め
台
所
頭
か
ら
膳
方
に
下
げ
ら
れ
た
と
の
記
録
が
あ
る
。
こ
の
記

載
内
容
の

「荷
物
」
が
二
の
九
台
所
へ
あ
て
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ

Ｚ
つ
。ω

は
、
茂
庭
筑
後
が
菱
喰

一
羽
を
送
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
菱

喰
と
は
雁
の
一
種
で
あ
る
。
茂
庭
筑
後
は
、
志
田
郡
松
山
を
知
行
地
と
し
て
お

り
、
家
格
は

一
族
で
あ
る
。
知
行
高

一
万
三
千
石
を
越
え
る
有
力
家
臣
の
一
人

で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
の
内
容
に
は
、
平
成

一
四
年
度
斎
藤
報
恩
会
研
究
助
成

「仙
台

城
下
武
家
屋
敷
跡
出
土
の
近
世
木
簡
の
総
合
的
研
究
」
（研
究
代
表
者
藤
沢
教
）

に
よ
る
成
果
の
一
部
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（佐
竹
輝
昭
・
兼
平
賢
治
。
大
藤
　
修
・
藤
沢
　
教
二
爪
野
恵
子
・
高
木
暢
亮
）




